
 

 

ディアスポラの南部スーダン・アラビア語 

―オーストラリアにおける現状と言語政策― 

仲尾周一郎 

 

1 はじめに 

 オーストラリアにおける (南部) スーダン出身者 1 の人口は、2006 年の国勢調査で 19,000

人を超えている。その大半はオーストラリア政府の人道支援に基づく第三国定住プログラ

ムによる来豪者であり、第二次スーダン南北紛争 (1983–2005) 等のためエジプトやケニアで

難民生活を経た背景を持つ。本稿ではそのような人々を｢在豪南部スーダン人｣と呼ぶ。 

 南部スーダンでは、リンガフランカとしてアラビア語変種が話されるが、言語政策上は

公的な地位や規範 (標準語・正書法・識字教育など) を持たない。これに対して、オースト

ラリアでは、在豪南部スーダン人の支援にあたり、彼らの話すアラビア語変種に実践的な

価値が見出され、言語政策 (主として通訳・翻訳サービス) において運用されている。しか

しながら、その言語政策の現場では混乱が生じている。 

 本稿では、在豪南部スーダン人によって使用されているアラビア語変種を分類した上で、

主にオーストラリアの政府機関 (GO)・非政府機関 (NGO) による出版物を対象に、そこでの

言語政策の混乱を指摘する。2 節では南部スーダンおよび在豪南部スーダン人の社会言語学

的概観、およびオーストラリアでの言語教育・言語サービスにおける南部スーダンの諸言

語の概観を提示する。3 節では筆者による南部スーダンのアラビア語変種の予備的調査に基

づき、オーストラリアにおける南部スーダン人向け GO・NGO 出版物の分析を行う。 

 

2 南部スーダン人の社会言語学的背景 

2.1 南部スーダンにおける言語政策と主要言語の話者人口 

 多くのアフリカ諸国同様、南部スーダンでは、第一言語として話される民族語 (土着のア

フリカ諸語) とリンガフランカとして話されるアラビア語変種、法規的地位を持つ公用作業

語 (“official working language”) からなる垂直的多言語使用が認められる (仲尾 2011a)。 

                                                      
1 2011 年 7 月に南スーダン共和国は (旧) スーダン共和国より分離、独立している。これを受け 2011 年度

以降のオーストラリア国勢調査では南スーダン共和国と (現) スーダン共和国出身の移民人口は別々に

計上される予定である。本稿では旧南部スーダン暫定自治政府統治地域 (南部 10 州) および現南スー

ダン共和国を包括する名称として｢南部スーダン｣を用いる (地理的にほぼ一致している)。ただし、

Hajek & Musgrave (2010) がメルボルンで話される｢スーダン人の言語｣として、(現) スーダン共和国南部 
(南コルドファンや南ダルフール) に分布する諸言語を記録しているように、オーストラリア統計局資

料で従来｢スーダン人｣とされていた人々には、僅かながら (現) スーダン共和国出身者が含まれる。 



 公用作業語に関しては、独立前の南部スーダン中間期憲法 (Interim Constitution, 2005–

2011) では英語およびアラビア語とされていたが、独立後の南スーダン移行期憲法 

(Transitional Constitution, 2011–) では英語のみに変更されている。教育政策は現憲法に明記

されていないが、現憲法制定に前後して、標準アラビア語を排し、諸民族語による初等教

育や英語による中高等教育が行われることが政府により決定された。 

 南部スーダンは 1948 年以降、図 1 のようにエクアトリア地域・バハル＝エル＝ガザル地

域・上ナイル地域に大別される。南部スーダンの人口は、2008 年のスーダン共和国国勢調

査では、約 826 万人とされている。 

 民族語の話者人口に関しては、バハル＝

エル＝ガザル地域東部および上ナイル地域

の北部などで話されるディンカ語  (Dinka, 

Western Nilotic) が約 135 万人で最大であり、

上ナイル地域南部などで話されるヌエル語 

(Nuer, Western Nilotic) が約 74 万人、エクア

トリア地域でジュバを中心に話されるバリ

語 (Bari, Eastern Nilotic) が約 42 万人でこれに

次ぐ (Lewis 2009)。リンガフランカとして話

されるアラビア語変種については 3.1 で述べる。         図 1 南部スーダンの三地域 

 
2.2 在豪南部スーダン人のデモグラフィと言語 

 オーストラリア統計局 (Australian Bureau of Statictics) による国勢調査では在豪南部スー

ダン人の人口は 2001–2006 年間に急激に拡大し、2006 年時点で 19050 人に上った。2006 年

の国勢調査では、ビクトリア州 (図 2: VIC) およびニューサウスウェールズ州 (図 2: NSW) に

それぞれ約 6000 人が居住しており、その合計は在豪南部スーダン人の約 60％強を占める。

年齢の中央値は 24.6 歳、男女比は約 6 : 5 とされる  (DIAC n.d.)。 

 在豪南部スーダン人は主要都市の郊外に集住する傾向が見られる。メルボルン近郊では

①グレーター・ダンデノン市 (Greater Dandenong)、②ブリンバンク市 (Brimbank)、③マリビ

ノン市 (Maribyrnong) の順に人口が多い (MRCWR 2006)。そのうち、特に図 2 に示したフッ

ツクレイ (Footscray)、ノーブルパーク (Noble Park)、ダンデノン (Dandenong) に在豪南部

スーダン人が経営する商店や、ディンカ語・ヌエル語やアラビア語変種で説教を行う教会

が存在し、このコミュニティの文化や経済の中心としての役割を果たしている。さらに、

セイント･アルバンズ (St. Albans)、サンシャイン (Sunshine) などにも在豪南部スーダン人は

多く居住している 2。 

 
                                                      
2 メルボルン西部郊外には在豪エチオピア・エリトリア・ソマリ人も集住しており (Borland & Mphande 

2006)、筆者の調査時点で、在豪南部スーダン人は彼らとともにアフリカ人街を形成していた。なお、

西部郊外・南東部郊外における最大の移民はベトナム出身者である (VMC 2007)。 



 Borland & Mphande (2006) は AMEP (成人移民英語プログラム, cf. 2.3) 利用者の申告に基づ

く第一言語に関するデータを用い、｢ディンカ語｣話者の約 70% が西部郊外に居住している

のに対し、｢ヌエル語｣話者の約 70% が南東部郊外に、“Sudanese” (いずれの言語を指してい

るか不明) 話者に関しては約 70% が南東部郊外に居住していると推定している 3。実際、西

部郊外はディンカ語話者が多数を占め、南東部郊外にはヌエル語話者やエクアトリア地域

出身者が多く居住する傾向は、筆者の調査時期 (2011 年 9 月) にも確認できた 4。 
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図 2 在豪南部スーダン人の集住地区 

 

 在豪南部スーダン人によって話されている民族語の言語数に関しては、Hatoss & Sheely 

(2009) は 8 言語、Borland & Mphande (2006) は 15 言語、Hajek & Musgrave (2010) は 40 言語

を挙げており、それぞれに重複した言語を除けば計 47 言語が確認されている 5。 

 Borland & Mphande (2006) は主要な通訳・翻訳サービス機関にリクエストされた言語と回

数をもとにビクトリア州における各言語話者数を推定している。その結果、在豪南部スー

ダン人の話す民族語に関しては｢ディンカ語｣3500 人が最多で、｢ヌエル語｣700 人がそれに次

ぐ。アラビア語変種に関しては Borland & Mphande (2006) は “Arabic”, “Sudanese Arabic”, 

“Juba Arabic” の 3 種を認め、話者人口に “Sudanese Arabic” には 2400 人、“Juba Arabic” には

500 人を推定しているが、一次データではこの峻別が行われていない可能性が高く (cf. 3.3)、

アラビア語各変種の話者数の推定は十分な根拠を持って行われたとはいえない。 

 また、アラビア語変種は南部スーダンではふつうリンガフランカ、つまり第二言語であ

るにも関わらず、ディンカ語やヌエル語など、ふつう第一言語としてしか話されない民族

語 6 と同列に扱われ、(やや強引に) 相互排他的な話者数が推測されている。この一次データ

と分析では、垂直的多言語使用 (cf. 2.1)の実態が反映されていないという問題も指摘できる。 

                                                      
3 以下、オーストラリアの GO・NGO 出版物において使用されている言語名に ｢｣ または “ ” を付す。 
4 この傾向は 2004 年には既に見られた (Coffey 2004)。 
5 (現) スーダン共和国南部 (南ダルフール州・南コルドファン州) で話される 11 言語を含む。 
6 ただし、南部スーダン都市部やスーダンのハルツームにはクレオール化した話者も多いことはこれま

でに多数報告がある (仲尾 2011a)。なお、民族語維持はオーストラリアでも問題化している (cf. 2.3.1)。 



2.3 在豪南部スーダン人向け言語教育・言語サービス 

 現在、オーストラリア政府は｢アクセスと平等｣の理念 (松田 2005) に則り、新来の移民に

対し、① 成人移民英語プログラム (Adult Migrant English Program; AMEP)、② 翻訳・通訳

サービス (Translating and Interpreting Service; TIS)、③ 主要な移民言語による公共多言語放送 

(Special Broadcasting Services; SBS)、④ 二世以降の移民の言語維持を目的とした、コミュニ

ティ言語教育 (Community Languages School) 等の、言語教育および言語サービスを行ってい

る。これらに加え、移民リソースセンター・図書館・NGO・市民団体・民間企業なども同

様の機能を果たしており、言語教育や言語サービスのあり方は非常に多様である。こうし

た言語教育・言語サービスは 1978 年以降のフレーザー政権下で開始されたものであり、当

初はドイツ語・オランダ語・イタリア語・ギリシャ語・ベトナム語など、その標準語や正

書法が確立し、識字能力を持つ話者の多い言語が射程に入っていた。 

 2000 年代以降のオーストラリアでは難民経験を背景に持つ移民が増加する傾向にある。

その典型例の一つと目されている在豪南部スーダン人は、出生地ごとに言語背景が多様で

ある上、公用作業語 (標準アラビア語や英語) 教育の不足、民族語の識字教育 (さらに一部の

民族語に関しては正書法整備) の不足、リンガフランカ (アラビア語変種) に至っては正書法

さえ存在しないなど、近代国家において前提とされる言語背景とは大きく異なっている。 

 

2.3.1 言語教育 

 在豪南部スーダン人向けの言語教育は、特に一世に対しての｢第二言語としての英語教育 

(English as a Second Language; ESL)｣や民族語の識字教育、二世以降に対してのコミュニティ

民族語教育などに分けられる。ESL に関してはオーストラリア政府によって行われている

先述の AMEP、および NGO による活動が主要なものとして挙げられる 7。 

 特に一世などを対象にした民族語の識字教育は、近年開始されている。ディンカ語に関

しては、英語教育に先行した識字教育 (DEEWR 2009) や、ディンカ語協会やウェブサイト 

(Agamlöŋ Online) 立ち上げ支援などが行われている (Bianco et al. 2009)。 

 特に二世以降を対象にしたコミュニティ言語教育は、近年｢バリ語｣・｢ディンカ語｣・｢ヌ

エル語｣・｢マディ語｣については行われている (CLA 2007)。Hatoss & Sheely (2009) は、在豪

南部スーダン人の若年層では、英語や｢アラビア語｣、｢スワヒリ語｣が使用領域を拡大して

おり、民族語の維持がやや問題であることを指摘しているなど、在豪南部スーダン人の言

語維持に対する (少なくとも学術的な) 関心は高まりつつある。 

 なお、南部スーダン本国でリンガフランカとして話されているアラビア語変種に関して

は、現時点では識字教育やコミュニティ言語教育は全く行われていない 8。 

 

                                                      
7 在豪南部スーダン人に対する AMEP の現状や問題点については Dumenden (2007) 参照。主要な NGO 活

動としては、大都市を中心に活動している SAIL Programなどがある。 
8 ただし、上記の SAIL Program では、所属する支援者向けに “Juba Arabic” 教室が開かれていたようであ

る (SAIL Program 2005) が、これは在豪南部スーダン人に対する教育ではない。 



図 3： ビクトリア通訳カード (上) 

      国家 TIS のカード (下) 

2.3.2 翻訳・通訳サービス (TIS) 

 オーストラリア政府移民市民権省 (DIAC) が実施している翻訳・通訳サービス (TIS) は｢国

家 TIS (TIS National)｣と呼ばれている。主に翻訳・通訳国家資格 (NAATI; National Accre-

ditation Authority for Translators and Interpreters) 取得者が、政府との契約に則り、利用者の申

請に基づいて電話や対面による通訳、および文書の翻訳などの業務を行うシステムである。

現在 171 言語によるサービスが提供されており、在豪南部スーダン人向けには 10 以上の民

族語、およびアラビア語 2 変種 “Juba” と “Sudanese Arabic” が用意されているようである 9。 

 在豪南部スーダン人の話す言語への NAATI 取得

者の養成に関しては、ロイヤル･メルボルン工科大学 

(RMIT) 大学がその役を任ぜられており、ビクトリア

多文化委員会 (VMC) からの奨学金により、2010 年

までに “Dinka”, “Nuer”, “Sudanese Arabic” の通訳とし

てコースを修めた NAATI 取得者が輩出している。

このうち “Sudanese Arabic” に関しては、NAATI で 1

言語として認可されていないため、名目上は標準ア

ラビア語の資格となっている (Lai & Mulayim 2011)。 

 ビクトリア州政府は、独自の TIS として、ビクト

リア通訳カード (Victorian Interpreter Card) を発行し

ている。このカードはより地域的な公共機関 (病院、

警察、裁判所、州立学校など) で提示することで、電

話または対面による通訳を利用できる仕組みになっ

ている。現在、少なくとも 30 言語によるサービスが

行われており、そのうち在豪南部スーダン人向けの言語には、｢アラビア語｣に加え、｢デ

ィンカ語｣および ｢ヌエル語｣が用意されている。 

 2.1 で述べた南スーダン共和国の言語政策は、(旧) スーダン共和国政府との紛争や、国内

での民族対立などの政治的背景に依拠している。そのため、リンガフランカを含めたアラ

ビア語 (変種) や特定の民族語を公用語として用いることを避けた結果、実践面に関して問

題を抱えていると考えられる。オーストラリアでの言語サービス (や言語教育) が、特定の

民族語やアラビア語変種を実践に即して選択し、運用していることは対照的である 10。 

                                                      
9 国家 TIS の申請フォーム (URL: www.immi.gov.au/living-in-australia/help-with-english/help_with_translating/ 

booking.htm 最終閲覧 2011.12.30) で選択可能な 171 の言語名のうち、在豪南部スーダン人の話す民族

語と考えうるものには、“Acholi”, “Bari”, “Dinka”, “Fur”, “Kakwa”, “Kuku”, “Luo”(?), “Luwa”(?), “Madi”, 
“Moru”, “Mundari”(?), “Nuer”, “Nyangwara”, “Pojulu”, “Zande” がある (ただし、“Fur” はスーダン共和国

ダルフールで話されるフール語を指すと考えられる)。管見の限り “Juba” と “Sudanese Arabic” が峻別

されている例はオーストラリアの全言語サービスにおいてこの申請フォームのみである。 
10 ただし、アメリカ合衆国やカナダなどの難民ホスト国のほか、南部スーダンにおいてもラジオ局やテ

レビ局、国連開発計画 (UNDP) などの国連関連機関の活動 (URL: intra.sd.undp.org/bids/doc/449.pdf 最終

閲覧 2011.12.28) でも、オーストラリアと同様の措置が採られている。 



3 在豪南部スーダン人のアラビア語諸変種 

3.1 南部スーダンにおけるアラビア語諸変種 

 南部スーダンで話されるアラビア語変種としては、エクアトリア地域都市部でリンガフ

ランカとして話されるジュバ・アラビア語 (Juba Arabic; JA, アラビア語系ピジンクレオール) 

が最もよく知られている。この言語の共時的な語彙供給言語は、スーダン共和国における

口語レベルでの威信言語である、スーダン・アラビア語 (Sudanese Colloquial Arabic; SCA, ま

たはハルツーム・アラビア語 Khartoum Arabic) であると考えられる。また、南部スーダンで

は 2011 年の独立までは標準アラビア語 (Modern Standard Arabic; MSA) も公用作業語として

使用されていた。以上の 3 種のアラビア語変種は Lewis (2009) でも峻別されている。 

 さらに、南部スーダン人の言説に基づけば、南部スーダンの北部地域 (バハル＝エル＝ガ

ザル地域や上ナイル地域) の特に都市部では、スーダン口語アラビア語およびジュバ･アラ

ビア語の｢中間的な特徴を持つアラビア語｣が話されていると言われる。一般的な南部スー

ダン人による言説では、一回的なジャーゴンとして、地名を冠した名称 (e.g. Wau Arabic, 

Malakal Arabic) が用いられることがある。Kaye (1991) は “Bahr El-Ghazal Arabic”, “Raga 

Arabic” といった名称でそのような変種を呼んでいるようだが、これまでにこうしたアラビ

ア語変種の記述言語学的調査は行われておらず、変種としての認定さえ不十分である。 

 

3.2 メルボルン在住南部スーダン人のアラビア語変種 

 仲尾 (2011b) ではハルツーム在住経験をもつ南部スーダン人の話すアラビア語変種 ｢KJA｣  

(およびオーストラリア等の出版物に現れる文語的な JA) を、JA を基層話体、SCA を上層話

体とした後クレオール連続体における｢中層話体｣として位置づけた。 

 ただしこの段階では、この｢中層話体｣が南部スーダンの北部地域の｢中間的なアラビア

語｣と単一の言語変種をなすか不明であった。この問題を補足するため、筆者は 2011 年 9 月

にメルボルン (ラトローブ大学構内、ビクトリア大学構内、フッツクレイ商店街、ノーブル

パーク商店街) において在豪南部スーダン人を対象に自由談話を収集した。1 節で述べたよ

うに、在豪南部スーダン人は出自が多様であるが、現スーダン共和国の国内避難民キャン

プ、ケニアやエジプトの難民キャンプを経て渡豪した経緯を持っている。以下、まずは渡

豪の経緯がやや異なる二人の話者 EG 氏と MT 氏の自然談話から得られた例文を分析したの

ち、二人の話す変種が単一の変種 (｢中層話体的ジュバ･アラビア語｣ Mesolectal Juba Arabic; 

MJA) をなすことを認め、このデータから推測される MJA の歴史について述べる。また、

在豪南部スーダン人の民族語とアラビア語変種の相関についてのデータを提示する。 

 なお、音韻的分析は本稿の主目的ではないため、以下では便宜的に次のように音声を簡

易転写する。単母音は i, ii, e, ee, a, aa, o, oo, u, uu (文字の連続は長母音を表す)、単子音は  ’ 

[ʔ], b, t, th [θ], j [ɟ], kh [χ], ḥ [ħ], d, dh [ð], r, z, s, sh [ʃ], ṣ [s̴], ḍ [d̴], ṭ [t̴], ẓ [z ̴], ‘ [ʕ], gh [ʁ], f, g, k, l, 
m, n, h, w, y, ŋ (アラビア文字アルファベット順) のように表記する。プロソディ上の卓立 (ス

トレス／ピッチアクセント) は鋭アクセント記号にて表記する。なお、グロスの略号はグロ

ス略号一覧を参照されたい。 



3.2.1 ハルツーム居住経験のある南部スーダン人のアラビア語変種 

 EG 氏はディンカ語母語話者であり、バハル＝エル＝ガザル地域の最北部に位置するトゥ

イチ地域 (Twic, アビエイ地域に隣接) 出身の若年層男性である。彼は言語形成期をハルツー

ムで過ごした後、カイロやナイロビに居住した経験を持つ。EG 氏の話すアラビア語変種 

(KJA) は、主語や TAM に応じた (随意的な) 動詞活用が観察される点で JA とは異なる (ただ

し、SCA では動詞活用は義務的)。(1) に一人称主語を表す動詞形式を含む例文を挙げる。 

 

 (1) a. ána  jíi-t           junúub  táani,  já     ríja    fi    junúub  [...]. 

  1SG  来る.PERF-1SG  南部   また  来る  戻る   LOC  南部 

  ｢僕はまた南部に [帰って] きた。帰ってきたんだ。｣ 

 b. kún-ta        fi    khartúum,    aaí.   mashée-na     khartúum,    kún-na 

  COP.PERF-1SG  LOC  ハルツーム  はい  行く.PERF-1PL  ハルツーム  COP.PERF-1PL 

    iyáal     sukáar     zee      dé.     masée-t        kabír-na             hináak. 

  子供.PL  小さい.PL  ように  この   行く.PERF-1SG  大きくなる.PERF-1PL  そこ 

  ｢僕はハルツームにいたよ。ああ。僕たちはそんな感じで、小さい子供の頃にハ

ルツームに行って、そこで育ったんだ。｣ 

  c.  ána   ne-shúuf          íta.    yaú,  ána  bi    ád   íta   kaláas. 

  1SG   1SG-見る.IMPERF   2SG   ほら 1SG  TAM  add  2SG  もう 

  ｢僕は (SNS 上で) 君のことを見てみよう。ほら、もう友達申請しといたよ。｣ 

  d.  wokit mára,  ána  bi    nadí   íta,   nó-gwud         sáwa,    wónusu  sáwa. 

  また今度    1SG  TAM  呼ぶ  2SG  1PL-座る.IMPERF  一緒に  話す    一緒に 

  ｢また今度 (君を) 呼ぶから、一緒に座って話でもしよう。｣ 

 

 ただし、ここで見られる 1 人称主語動詞活用は以下のように整理できるが、未完了形に

見られる 1 人称複数形主語接頭辞は JA (人称活用なし) にも SCA にも見られないものである。 

 

表 1：1 人称主語動詞活用 (ただし V は母音、STEMは動詞語幹) 

 JA EG 氏 SCA 
1SG.PERF なし STEM-t(a) STEM-t(a) 
1PL.PERF なし STEM –na STEM-na 

1SG.IMPERF なし nV- STEM ’a- STEM 
1PL.IMPERF なし nV- STEM nV- STEM 

 



 なお、(2) に示すように 2 人称主語についても同様に動詞活用が観察される (3 人称主語を

表す形式は無標の形式であるため、認定が難しい)。 

 

 (2) a.  mofrúud  tó-gwud.         welé     íta  máasi? íta   máa  déer    tó-gwud? 

  よりよい 2SG-座る.IMPERF  または  2SG 行く   2SG  NEG  欲する 2SG-座る.IMPERF 

  ｢座ったらいいじゃないか。行くの？ 座りたくないってかい？｣ 

  b.  welé    bés    tá-mshi          ma   suudaníiz. 

  または だけ  2SG-行く.IMPERF  COM  Sudanese 

  ｢あるいはまあ、(君が) スーダン人と一緒に行くだけさ。｣ 

 

 次に、接尾人称代名詞の獲得が観察される。例えば、｢だけ｣をあらわす焦点化副詞は、

SCA では義務的に主要部の人称に一致して接尾人称代名詞が付加される (SCA. 1SG baráa-y, 

2SG.M  baráa-k, 3SG.M. baráa-hu) が、JA では常に単一の形式 (JA. baráu < 3SG.M) が使用される。

しかし、(3b) が示すように、EG 氏のアラビア語変種ではこのような一致は随意的である。 

 

 (3) a.  ána  baráa-y,   ína    fi    kompyúuta,     máafi  zóol  wónusu [...] 

  1SG  だけ-1SG  ここ  LOC  コンピュータ  ない  人   話す 

  ｢僕はここでコンピュータの前に一人で、話す人もいなかった。｣ 

  b.  íta   baráa-k   béss?  [...]    íta  yaú  jáa    baráu  fi    ostréelya. 

  2SG  だけ-2SG だけ       2SG FOC  来る  だけ   LOC  オーストラリア 

  ｢君だけなのか？君だけでオーストラリアに来たのか？｣ 

 

 さらに、表 2 が示すように、EG 氏の話すアラビア語変種は SCA から一部の基礎語彙を借

用している。このように、EG 氏の話すアラビア語変種は、動詞活用や接尾人称代名詞が(随

意的ながら) 存在する点、一部の基礎語彙に関しては SCA と共通する。 

 

表 2：基礎語彙の比較 

 JA EG 氏 SCA 

行く rúwa 
(máshi) 

-mshi (IMPERF) 
mash(ee)-  (PERF) 

-mshi (IMPERF) 
mash(ee)- (PERF) 

居る géni -gwud (IMPERF) 
gaad- (PERF) 

-g‘ud (IMPERF) 
ga‘ad- (PERF) 

 



 逆に、EG 氏の話すアラビア語変種は /sh/ の実現が不安定であり /s/ と揺れ (e.g. (1b) 

mashee-na vs. masee-t)、 (3b) が示す焦点化標識 (yaú)、次の (4) が示す文末助詞 (ke) や照応副

詞 (fógo) を持つ。これらの特徴はいずれも SCA では見られず、JA に顕著である。 

 

 (4)   fíi    mahál  kída,    bi    gullóu   sánalbon.    híla   ke.  

  ある 場所   そんな  TAM  という  St. Albans   村   よ 

   fóogo    suudaníiz   ketíir  hináak. 

  そこに  Sudanese   沢山  そこ 

  ｢セイント・アルバンズという所がある。小さな町だよ。 

  そこにはスーダン人が沢山居るんだ。｣ 

 

 その他、本稿では特に例は示さないが、EG 氏のアラビア語変種は、/kh/ や /h/ の実現も不

安定である点 (前者は /k/ と揺れ、後者は脱落しやすい)、咽頭摩擦音や咽頭化／軟口蓋化子

音を持たない点、SCA に存在する定性 (definiteness) や文法性 (gender) などの文法範疇を持

たない点でも JA と共通している。 

 

3.2.2 バハル＝エル＝ガザル出身者のアラビア語変種 

 MT 氏はヌエル語母語話者であり、バハル＝エル＝ガザル地域の中では最南東にあたる、

ベンティウ (Bentiu) 周辺地域出身の中年層男性である。彼はエチオピア南西部、ジュバ、カ

クマ (ケニア北西部) に居住した経験を持つが、ハルツームには居住した経験がない。つま

り、彼は KJA ではなく、南部スーダンの北部のアラビア語変種の話者である。 

 MT 氏のアラビア語変種には、先述の EG 氏と同様に、(5a) [随意的な] 動詞主語人称活用

や (5b) 1SG. nV-STEMの形式、(6) 接尾人称代名詞のように SCA と共通する特徴や、(7) 焦点

化標識や文末助詞の存在など、JA と共通する特徴が見られる。 

 

 (5) a.  ána  jée-t  […]      min  béled  le   ityóopya,     u       mashée-ta      kénya. 

    1SG  来る.PERF-1SG  から 田舎  に  エチオピア  そして  行く.PERF-1SG  ケニア 

  [...]   máa  garée-t        kitáab  ta   árabi. 

        NEG  読む.PERF-1SG  本     の  アラビア語 

  ｢俺は田舎から出てきて [まず] エチオピアへ、それからケニアに行った。[そうい

うわけで] アラビア語は勉強していない。｣ 

  b.  aaí,    déer     n-ágra           ziyáada. [...]  aaí,    déer     ná-amul. 
    はい  欲する  1SG-読む.IMPERF  もっと      はい  欲する  1SG-する.IMPERF 

  ｢うん、もっと勉強したい。もっとやりたい。｣ 



 (6)   lissa   ind-í      wáahid  sána,   ána  bi    intáa. 

    まだ  持つ-1SG  一      年     1SG  TAM  終わる 

  ｢俺はあと一年で終わりだ [卒業する]。｣ 

 

 (7)   laakín   bés,   dé     yaú  sókol  ta   dúniya  ke. 

    しかし  だけ  これ  FOC  仕事  の  世界   よ 

  ｢だけどまあ、これが娑婆の理ってもんよ。｣ 

 

3.2.3 中層話体的ジュバ･アラビア語 

 仲尾 (2011b) や 3.2.1 で分析したハルツーム居住経験者の話すアラビア語変種 (KJA)、3.2.2

で分析した南部スーダン北部地域で話されると考えられるアラビア語変種が以下のような

点で概ね一致している (それぞれの特徴に関して詳細に調査する必要はある)。 

 

 (8) a. (随意的な) 動詞現実法 (完了・未完了) の主語人称活用を持つ。 

  b. (随意的な) 特殊な動詞非現実法の主語人称活用 (1SG. = 1PL. nV- STEM) を持つ。 

  c. (随意的な) 接尾人称代名詞を持つ。 

  d. SCA からの借用 (基礎語彙) が顕著である。 

  e. JA に顕著な焦点化標識 yaú、文末助詞 ke、照応副詞 fógo などを持つ。 

  f. 文法性や定性などの文法範疇を持たない。 

  g. /sh/, /kh/, /h/ などの実現が不安定、咽頭摩擦音や咽頭化子音を持たない。 

 

 以上より、本稿ではこれらのアラビア語変種を単一の言語変種と認めることは、ある程

度妥当であると考え、これらを総括して｢中層話体的ジュバ･アラビア語｣(MJA) と呼ぶ。一

般的には、いわゆる｢中層話体｣の言語体系は上層話体と基層話体の言語体系の集合の和に

対する部分集合であると解釈されるが、Gil (2006) は｢中層話体のみに見られる範疇 

(Distinctly Mesolectal Properties)｣の存在を認めている。上記 (8b) は明らかにその 1 例であり、

これは MJA を独立の言語変種と認める基準として重要である。 

 またこのとき、MJA は ① 南部スーダン北部地域の MJA、② ハルツーム (避難民) の MJA

に二別できることになるが、歴史的には前者が後者に影響を与えたと推定できそうである。

前者の発生に関しては、単なる類推である可能性も否定できないが、南部スーダン北部と

隣接する、現スーダン共和国南コルドファン地域で話される口語アラビア語変種には、(8b) 

にやや類似した現象が見られるため (Manfredi 2010, 1SG. a-/nV-STEM, 1PL. nV-STEM(-u))、こう

したアラビア語変種との言語接触に起因する言語変化の可能性も疑われる 11。 

                                                      
11 なお、20 世紀初頭のウガンダ～南部スーダン地域では既に｢後クレオール連続体｣のようなものが存在

した可能性がある (cf. Kaye & Tosco 1993) が、現在の MJA 発生との因果関係に関しては不明である。 



3.2.4 民族語とアラビア語変種の相関 

 さらに、筆者は話者の民族語とアラビア語変種、およびその運用能力の相関に関して在

豪南部スーダン人を対象に予備的調査を行った (ラトローブ大学構内、ビクトリア大学構内、

フッツクレイ商店街、ノーブルパーク商店街などで無作為にインタビューを行い、その言

語特徴を表 3 の 4 段階で記録した。｢なし｣はアラビア語変種を話さない人数)。 
 

表 3：在豪南部スーダン人の話すアラビア語変種と運用能力の相関 

 JA MJA MJA 少 なし 
ディンカ語話者 0 11 3 6 
ヌエル語話者 0 7 2 1 

その他 4 1 0 0 

 

 表 3 の示すように、MJA はディンカ語・ヌエル語話者に顕著であり、その他の民族語話

者 (MJA を話す一人を除いて、エクアトリア地域出身) は JA を話す傾向が見られた。この

傾向は明らかに南部スーダンにおける出身地域ごとのアラビア語変種の分布を反映してお

り、メルボルンにおける民族語の分布 (cf. 2.2) とも一致しない。また、ディンカ語・ヌエル

語は話者人口が多いため、必然的に MJA 話者数は JA 話者数より多いことも観察できる。 

 

3.3 GO・NGO 出版物における南部スーダン・アラビア語諸変種 

 GO・NGO は TIS に準じて特定の民族語やアラビア語変種による出版 (パンフレット・

CD・DVD) も行っている。ある程度は臨機応変な対応が可能な通訳とは異なり、出版物、

特に印刷物は正書法などの規範が要請される。このため、正書法をもつ大言語が多用され

る傾向が見られる。例えば、DIAC は英語に加え 37 言語による印刷物 Beginning a Life in 

Australia を発行しており、在豪南部スーダン人向けには｢アラビア語｣ (MSA)、｢ディンカ

語｣、｢ヌエル語｣の 3 言語が用意されているが、いずれも正書法をもつ大言語である。 

 また、いわゆるアラブ地域では一般に標準アラビア語と口語アラビア語からなるダイグ

ロッシアが観察されるが、オーストラリアにおいてはこうした地域出身者に向けた口語ア

ラビア語変種 (e.g. エジプト・アラビア語、レバノン・アラビア語、イラク・アラビア語) に

よる言語サービスや出版物は存在せず、標準アラビア語のみが用いられている 12。 

 以上のような背景があるにも関わらず、在豪南部スーダン人は標準アラビア語の運用能

力が不十分である  (Borland & Mphande 2008) などの理由から、“Juba Arabic”, “Sudanese 

Arabic” と題された出版物が存在する。本節では、このような規範の欠如した言語変種に出

版を行う際、どのような措置が採られ、現時点でどのような問題があるかを分析する。 
                                                      
12 ただし、マルタ語 (Maltese) は言語系統としては口語アラビア語に含まれるが、在豪マルタ人向けの

言語教育や言語サービス、出版物に運用されている。こうした特別の措置が採られている理由として

は、在豪南部スーダン人や在豪マルタ人が標準アラビア語の運用能力を持たず、なおかつ標準アラビ

ア語をそのアイデンティティの拠り所としていないことが挙げられよう。 



3.3.1 在豪南部スーダン人向け出版物におけるアラビア語変種の多様性 

 筆者は 2011 年 12 月 31 日時点で、“Juba Arabic” または “Sudanese Arabic” と表記された在

豪南部スーダン人向け出版物 (ウェブサイト・パンフレット・CD・DVD) に関して、本稿付

録に挙げた 38 点を収集している 13。これらのうち、単一の出版物において “Juba Arabic” と 

“Sudanese Arabic” が分類されて出版された例は存在せず、発注者 (オーストラリア人) 側が

これらの 2 変種を区別していない可能性が指摘できる。次に、出版物の作成者 (在豪南部

スーダン人) が発注された言語名に対し、実際にどの変種に翻訳しているかが問題となる。 

 まず、実際にこれらの出版物を言語資料として分析する上で、標準アラビア語以外のア

ラビア語変種について、3.2 での議論を簡略化し、(9) のように動詞活用の有無を認定基準と

して設けた。この上で JA, MJA, SCA, MSA の 4 種類に分類するが、MSA はある程度、正書

法などの規範を持っているため、本稿では特に認定基準を設けていない。 

 

 (9)  JA：   動詞活用を持たない (テクスト内で動詞全てが活用しない)。 

    MJA： 随意的な動詞活用を持つ (テクスト内の動詞活用の有無が揺れる)。 

    SCA： 義務的な動詞活用を持つ (テクスト内の動詞全てが活用する)。 

 

 具体的に各変種を代表する例文を以下に示す。まず、(10) は JA の例であるが、動詞は活

用を持たない。なお、一般的に出版物における JA には高級語彙を中心に SCA や MSA から

の借用が顕著である (仲尾 2011b) が、今回は JA や MJA の認定基準とはしない。 

 

 (10)  JA の例 (Migrant Resource Centre Southern Tasmania n.d., 表記はママ) 

  a.  Nas  CBS  bi    arufu  gale   nas   ajusin   bi    hibu   geni   fi    beit  ketir. 

  人々 CBS  TAM  知る  COMP  人々 老人.PL  TAM  好む  居る  LOC  家   沢山 

  ｢CBS の人々は、老年の方々が長く家に居たがることを知っています。｣ 

 b. Fi   wokit  tani   umon  deiru    nas    bi    geni   wa      saudu   umon. 

  LOC とき  INDEF  3PL    欲する  人々  TAM  居る  そして  助ける  3PL 

  ｢時に、彼らは誰かに居てもらい、手伝ってもらいたがっています。 

 

 次に、(11) は MJA の例であるが、sadu ｢助ける｣、ishtakalu ｢働く｣、bi agder ｢できる｣ な

どは動詞活用を持たないのに対して、na amulu ｢私たちは作る｣、ta ligo ｢あなたが見つける｣ 

は主語人称による動詞活用を示していると考えられる。また、(8) で言及した接尾人称代名

詞 (11a. inda na ｢私たちは持つ｣) も観察される。 

                                                      
13 対象者が在豪南部スーダン人に限定されない、“Arabic” と表記された出版物も当然ながら多数存在す

る。しかし、筆者の調査の限り、この言語名表記が JA、MJA、SCA を表している例は存在せず、南

部スーダン以外のいわゆるアラブ地域出身者が作成していると考えられる。 



 (11)  MJA の例 (Centrelink n.d., 表記はママ) 

  a.  Anina  inda  na    malumat  al    bi    sadu    ita   bi   arabi juba. 

   1PL     持つ-1PL   情報     REL  TAM  助ける  2SG  INS  JA 

  ｢私どもには、皆様に役立つジュバ･アラビア語での情報があります。｣ 

 b. Anina   ga   ishtakalu  shaded   al shan   na  amulu  le    ita  sika  sahil/basit 

  1PL     TAM  働く      とても  ために   1PL-作る    DAT  2SG 道   簡単な 

  kef   ita  bi  agider   ta  ligo         malumat  fi   shabaka  ta  nina  bi   arabi juba. 

  どう 2SG できる    2SG-見つける  情報     LOC ウェブ  の 1PL   INS  JA 

  ｢私どもは、皆様がジュバ･アラビア語で私どものウェブサイト上の情報を見つけ

やすい方法を構築するため、一生懸命努めております。｣ 

 

 (12) は SCA の例であるが、このテクストでは動詞は必ず活用 (shiil ｢取れ｣、ta-mrug ｢あな

たが外出する｣) している。また、接尾人称代名詞を持つ (ma‘aa-k ｢あなたと共に｣, beet-ak 

｢あなたの家｣)。なお、(8) では MJA がふつう文法性を持たないことを述べたが、以下の例

では性の一致を表す接尾辞 (muhimm-a, ただし無生物名詞複数形は文法性体系上、女性単数

形として一致する) が観察される。 

 

 (12)  SCA の例 (NSW States Eergency Service n.d.) 

    shiil      ma‘aa-k  ’ayyi  ’awraak,  ṣuwar fotoghrafiiy-a,  ’aw     ’idhbaat hawiiya 

  取る.IMP  COM-2SG  全    紙.PL     写真.PL             または  身分証明書 

  muhimm-a,   lamman   ta-mrug              min   beet-ak. 

  重要な-Ｆ    とき     2SG-外出する.IMPERF  から  家-2SG 

  ｢家から出るときには重要な書類、写真または身分証明書を持っていくこと。｣ 

 

 (13) は MSA の例であるが、MSA に顕著な語彙 (MSA. marḥaban bi-kum, cf. SCA. marḥab 

bee-kum ｢(皆様) ようこそ｣、MSA. haadha, cf. SCA. da ｢この.M｣) が観察される。 

 

 (13)  MSA の例 (Maribyrnong City Council n.d.) 

   marḥaban   bi-kum    fii    madiinat   maribanoŋ. 

  ようこそ   INS-2PL   LOC  市       マリビノン 

  haadha   d-daliil    ‘ibaara  ‘an        tagdiim   li   majlis    maribanoŋ. 

  この.M   DEF-指南   説明    について  紹介    DAT 市議会  マリビノン 

  ｢ようこそマリビノン市へ。この指南はマリビノン市議会についての説明です。｣ 



 以上のような基準に基づいて分類した結果、表 4 が得られた。 

 “Juba Arabic” と題されている場合には JA または MJA、“Sudanese Arabic” と題されている

場合には SCA または MSA が観察され、言語名が実際の言語変種と相関している傾向が見

られる。このことからは、結論として出版物の作成者 (在豪南部スーダン人) が、少なくと

も “Juba Arabic” と “Sudanese Arabic” という言語名に関して異なる変種であると認識してい

る可能性が指摘できる。また、筆者が現時点で収集した限りにおいては、“Juba Arabic” に

比べて “Sudanese Arabic” と言語名表記された出版物が多いことも指摘できそうである。 

 

表 4：在豪南部スーダン人向けアラビア語変種出版物 

 JA MJA SCA MSA 
“Juba Arabic” 14 12 1 0 0 

“Sudanese Arabic” 15 0 0 17 8 

 

 Borland & Mphande (2008) はスーダン共和国やエジプト共和国で難民経験を経た在豪南部

スーダン人以外は “Sudanese Arabic” や “Classical Arabic” (= 標準アラビア語) を好まない傾向

を報告している。表 4 から浮かび上がる、“Sudanese Arabic” が出版物に多用される傾向は、

元来の｢アクセスと平等｣の理念に反しており、この状況は現代オーストラリアの言語サー

ビスにおいて、今後改善されるべき課題であろう。 

 なお、仲尾 (2011b) では、Centrelink の提供している出版物 Helping Centrelink customers get 

work の “Juba Arabic” (MJA) 版、Musaada le zabain ta Centrelink al shan ligo shokol について言

及したが、Internet Archive (www.archive.org) で確認できる限り、この翻訳版は 2006 年にウ

ェブ上にアップロードされ、2009 年に削除されていたため、表 4 には反映されていない。 

 これに前後して、Centrelink は 2008 年に “Sudanese Arabic” による Centrelink information for 

new Australians (CD, cf. 本稿付録) を出版している。この事例から Centrelink の在豪南部スー

ダン人向け出版物において、アラビア語変種が “Juba Arabic” から “Sudanese Arabic” に移行

したといえそうであるが、その理由は今後、今回分析した出版物資料がどのように移行 (削

除・改版) されていくかを観察した上で考察すべき問題である。 

 

3.3.2 在豪南部スーダン人向け出版物における媒体の多様性 

 変種の多様性に関しては上記のような結果が得られたが、さらに問題となるのは媒体で

ある。一般的に標準アラビア語を除くアラビア語変種 (JA, MJA, SCA など) は正書法を持た

ず、当然、識字教育も公的には行われていない。Borland & Mphande (2008) は “Sudanese 

Arabic” に関し、(特に老年層は) 対面による通訳や音声や映像による出版物を望む傾向を報

告している。本稿付録に示した出版物のうち、例えば Victorian Electoral Commission (n.d.) が

                                                      
14  “Arabic Juba”, “Juba”, “Juba Arabic (Sudanese Arabic)” を含む。 
15  “Arabic - Sudanese”, “Sudanese”, “Southern Sudanese Arabic” を含む。 



｢アラビア語｣ (MSA) および｢ディンカ語｣に関しては正書法を用いた印刷物、“Sudanese 

Arabic” (SCA) に関しては mp3 ファイルを公開しているなど、在豪南部スーダン人の要望は、

少なくとも部分的には実現しつつあるようである。 

 しかし、文字を用いた印刷物の出版も行われている。本稿付録に挙げた出版物一覧に見

られる一般的な傾向として、“Juba Arabic” はラテン文字、“Sudanese Arabic” はアラビア文字

によりそれぞれ表記されている。興味深い例外として、Legal Aid NSW (2011) によるアラビ

ア文字を用いた “Juba Arabic” (JA) 表記の試みがある (さらに mp3 ファイルも付されている)。

この出版物には仲尾 (2011a) で分析した旧版 (Legal Aid NSW, n.d. Welcome to Legal Aid) が存

在し、そこではラテン文字により “Juba Arabic” (JA) が表記されていた。先述の Centrelink の

出版物におけるアラビア語変種の移行と併せて、Legal Aid NSW における文字の移行は、21

世紀初頭オーストラリアにおいて、規範なき在豪南部スーダン人のリンガフランカと格闘

する言語サービスの混乱を示す貴重な例といえるかもしれない。 

 

4 まとめ 

 本稿では、仲尾 (2011b) を補足・修正し、南部スーダンで話されるアラビア語変種の一つ

として｢中層話体的ジュバ･アラビア語 (MJA)｣を認め、MJA は上層話体にも基層話体にも存

在しない独自の特徴を持っていることを指摘した。また、MJA は南部スーダン北部地域で

話されているものと、ハルツームなどのディアスポラコミュニティで話されているものに

大別でき、前者が後者の発生に影響を与えた可能性についても言及した。また、簡易イン

タビューに基づき、メルボルンでは MJA 話者が JA 話者より多い可能性についても述べた。 

 さらに、本稿ではオーストラリアで言語サービスの名の下に出版された｢スーダン・アラ

ビア語｣・｢ジュバ･アラビア語｣資料を分析し、｢スーダン・アラビア語｣と｢ジュバ･アラビ

ア語｣を峻別して別々に翻訳版が作成された例はないこと、｢スーダン・アラビア語｣はアラ

ビア文字で書かれた SCA または MSA、｢ジュバ･アラビア語｣はラテン文字で書かれた JA や

MJA を指す傾向が強いこと、｢スーダン・アラビア語｣の出版物数の方が｢ジュバ･アラビア

語｣の出版物数より多いことなどが明らかになった。どちらかといえば MSA や SCA 偏重の

この傾向は、実際の在豪南部スーダン人の需要とは必ずしも一致しておらず、結論的に言語

サービスとしては未だ混乱している状況であると言える。 

 この混乱の原因としては、まず、在豪南部スーダン人 (の一部) が一次避難先のハルツー

ムやカイロで威信的な SCA や MSA を獲得し、その威信がオーストラリアの言語サービス

に移植されたことに起因する可能性が指摘できる (JA と比べてやや SCA 的な特徴を持つ

MJA を、話者自身が “Juba Arabic” ではなく “Sudanese Arabic” だと主張した可能性もある)。

また、ホストであるオーストラリア人側でもそのような言語背景に無理解であり、正書法

などの規範がない言語変種を、従来の言語サービスに強引に組み込んだことも問題である。 

 在豪南部スーダン人は未だ若いコミュニティであり、今後も言語維持や言語サービスな

どはさらに重要な課題となることが予想される。本稿は予備的ながら、2011 年時点での彼

らの社会言語学的・記述言語学的報告としたい。 
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